
左図は、ある会社が２０１８年に実施

したタバコに関する調査結果です。毎

月のタバコ代にいくら使っているかを

示していますが、５,０００円～１０,０００

円未満と１０,０００円～１５,０００円未満

を合わせると６０％以上を占めている

ので、大半は１万円前後を支出してい

ると思われます。 

そこで、総務省統計局の家計調査

のデータで４人家族の１ケ月の電気代

をみてみると、その平均は約１２,０００

円とされています。つまり、喫煙者一人

のタバコ代は家族の電気代をまかなえ

るほどの額なのです。 

家族の電気代と同じだけのお金を使って得られるものは何もなく、それどころか健康を損なうだけな

のですから、本当にもったいないかぎりです。そのうえ、タバコを吸い始めニコチン依存症になってしま

うと１０年も２０年も吸い続ける事になるので、上の表のように相当なタバコ代がかかってしまいます。仮

に毎日一箱買い続けると、その額は５年で１００万円を超え、３０年では６００万円を超えてしまします。

こんなに多額なお金をつぎ込んでしまっては「もったいない」で済ませられるでしょうか。 

この事をしっかり認識しておいて下さい。そしてタバコには手をださないようにして下さい。 
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Serial number 767 

イオン銀行 タマル WEB から  

SG ホールディングスグループ健康保険組合 HPから  


